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地区職業奉仕セミナー（大分会場）ホストクラブ会長挨拶

　ＲＩ２７２０地区職業奉仕部門セミナーにようこそお越し頂きました。お忙しい中ご参加頂き心から感謝し、歓迎致します。私はこのセミナーの開催にあたり、ホストクラブを勤めさせて頂いている大分キャピタルロータリークラブの会長、大森克磨と申します。職業分類は刑事弁護士、ロータリー歴は１５年です。本日は我がクラブ所属の前田職業奉仕部門長をはじめ、クラブのメンバーとともに、このセミナーが実り多きものとなるよう、全力を尽くしたいと思います。何かと不都合もあるかとは思いますが最後まで宜しくお願い致します。

　さて、お恥ずかしい話しですが私も職業奉仕の理解が進んでおりません。職業奉仕はロータリーの目的の中で、クラブ奉仕の次に出てくる重要な目的であるにもかかわらずです。なぜそう思うか。実は自分自身は、ある程度理解したつもりでおりました。ところが、私が会長エレクトになったとき、ロータリーの大先輩から職業奉仕に関する本を貸して頂きました。「続・職業奉仕の勉強(第3号)」というタイトルです。

これは、熊本南ロータリークラブの小田一昭パストガバナー(1971-1972)が、ご自身の職業奉仕に関する論文やエッセイをまとめて本にしたものだそうです。

この本ですが、1ページが上下2段組で、ぜんぶで518ページです。昭和63年頃に出版されたものです。私が持っているものが第3号ですから、このような本が少なくとも3冊あることになります。職業奉仕を突き詰めていくと、これ程のものとなるようです。そして、このような職業奉仕の探求・実践が、日本の経済成長をもたらしたのではないかと想像するのです。これを知ったとき、私の職業奉仕の理解が、いかに浅はかなものであったのか、思い知らされたのです。

この本も少しずつ読み進めていますが、本日は私自身の職業奉仕の理解を少しでも進めるため、学びたいと思っております。皆様もどうか最後まで宜しくお願い申し上げます。はなはだ簡単ではございますがホストクラブ会長のご挨拶とさせて頂きます。
